

























































































発令して沖縄における軍政作戦計画を提示した 分野では、人道上の配慮をしながら作戦を遂行するために、住民の避難、傷病者の治療、伝染病の制御、水の供給や衛生管理など 方策 示された。病院や診療所の運営については、各隊の軍医と連携しながら、地域の実態を調査して地元の施設や医療者を活用するよう指示して る。　
沖縄本島に上陸した米軍はニミッツ布告（米国海軍軍政府布告第一号）を発し、日本帝国政府のす

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の自主的な動きが目立つ。米軍政開始前に自治的組織を主導した医師たちが、民政府の主要ポストを担って活躍したこと 大きい この時期八重山における主要課題がマラリア撲滅であったことから、支庁長・衛生部長・衛生課長たちは医師としての知識や経験を行政に活かすことができた。米軍側の担当者の軍医や衛生兵との連携がスムーズだったこと 加えて、戦前からマラリアの診療で培ってきた住民との信頼関係もプラスに作用し 。・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
八重山群島の保健医療システムは、宮古群島同様既存資源の利用を原則に形成された。マラリアが








































































































































































































































の側面に着目すると軍政 基盤整備の機能が 立つ。しかし、第一線で活動した医師たちの活動からは、住民の生命・生活を守る機能も見えてくる。医師たちは、困窮する住民に対 て、急患医療費の物納、施療患者の往診料無料化など負担軽減をはかり 献身的に診療を行った。医師会のメンバーは、公衆衛生部長や衛生課長といった公職に就くことも多く、民政機関と民間組織双方に所属 、地域の保健医療システムの要として住民の生活再建を支えた。　
八重山群島においてもマラリア対策は重要課題であった。知事のイニシアチブが先行した宮古群島





八重山のマラリア対策の な緊急医療課題がなく、 占領地の衛 状態改善が主軸となったのである。既存の組織・制度を活用する方針のもとで、警察部が保健医療に携わる期間が長い。米軍と協働して取り組んだハンセン病患者の隔離・管理では、軍政推進機能が前面 出 。　
奄美では占領初期から本土復帰運動に力が注がれ、 保健医療については戦前からの制度や施設を 「元
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一九四三年に一六 人いた医師は、戦後六四人にまで減少していた（前掲、 『長寿のあしあと』一 頁） 。
（
（（） 
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前掲、 『平良市史』第二巻通史編２戦後編 五 。
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eport, （ June 
（9（6 （ワトキンス文書刊行委員会編 『沖縄戦後初期占領資料
　






















































（（（） 『奄美タイムス』一九四七年六月一日「政廳の新機構紹介記（六）警察部の巻（下） 」 。
（
（（6） 『奄美タイムス』一九四七年二月二日「無癩郷實現目指し
　
救癩協会が猛運動開始」 。
（
（（（） 
奄美群島政府知事事務局『奄美群島要覧』一九五一年、一二九～一三〇頁。
（
（（（） 
名瀬保健所『奄美の保健』鹿児島県名瀬保健所、一九六〇年、七頁。
（
（（9） 
前掲、黒柳保則「 群島の分離による地域の政治的再編成と政党」 、一三五頁。
（
（（0） 『奄美タイムス』一九四九年七月二九日「まず法規の整備統合が急務
　
衛生行政の方途
　
大体決まる」 。
